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論文要旨：認知症患者は、種々の行動心理学的症状（BPSD）を伴うことが多く、非定型抗精神病薬を適
切に使用することで、患者の精神状態、介護負担は改善される。一方で、非定型抗精神病薬の使用は重
篤な副作用を発現させる。非定型抗精神病薬による BPSD 治療時の副作用としては、FDA の警告、横断的
副作用としての過鎮静や錐体外路症状等が知られている。時間軸を考慮しない横断的なある一時点の治
療効果と副作用の理解のみでは適切な治療はできず、時間軸を考慮に入れた縦断的治療経過モデルが必
須である。今回筆者は、重度の BPSD を伴った認知症患者において非定型抗精神病薬による横断的治療経
過中に統合失調症における精神病後疲弊状態様の副作用を呈した２例を経験した。その後、非定型抗精
神病薬を減量しても、BPSD の再燃はみられなかった。非定型抗精神病薬によって、統合失調症様の精神
病後疲弊状態と呼ばれる現象が認知症の重度の BPSD の治療経過中に生じることを報告し、これらの副作
用について注意を喚起するとともに、２症例の臨床経験から縦断的治療経過モデルについて考察した。
 
 
審査過程： 
１． 過鎮静や錐体外路症状が非定型抗精神病薬の一般的な副作用か、統合失調症の治療経過中にみられ
る精神病後疲弊状態に類似した病態かの相違について、説明がなされた。 
２． 認知症による BPSD と統合失調症における精神症状との類似点と相違点について適切な説明がなさ
れた。 
３． 非定型抗精神病薬の投与量、投与期間と副作用発現との関連について説明がなされ、本薬の横断的、
縦断的副作用について説明がなされた。 
４． 提示された２症例の縦断的治療経過が、認知症の BPSD に対する一般的な非定型抗精神病薬投与後の
経過との相違について説明がなされた。 
 
 
価値判定： 
 認知症の重度の BPSD に対して非定型抗精神病薬による縦断的治療経過中に、統合失調症様の精神病後
疲弊状態様の副作用を呈した経験から、非定型抗精神病薬には、過鎮静や錐体外路症状等の横断的副作
用のみならず、統合失調症様の精神病後疲弊状態と呼ばれる縦断的副作用の発現にも留意すべき点を明
らかにした点で、学位論文としての価値を認める。 
 
